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少収量区の施肥量を増加させることによって、収量は増加
し、多収量区との収量差が少なくなりました。
タンパク質含有量は施肥量を変える前とほぼ同量で倒伏も

ありませんでした。

コンバインで得られるほ場ごとの
収量データを活用し収量向上試験
を行いました。

地域の平均収量より少ないほ場
→肥料を増やして栽培（窒素1kg/10a増）


